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最近における本邦産イエバエの殺虫剤抵抗性と  

対策について  

林  晃史蓑  

（解説）  

イエバエは人の住環境で妓も普通にみられる衛生害虫  

である。また，新しい生理痛性物質を開発する場合の試  

用昆虫でもある。   

昨今の発生源は，従来よりもはるかに大型化されたた  

表1 イエバエの殺虫剤抵抗性の研究経過  

区分  時  代   問 題 の 薬 剤  発表者  

l  

節1糊  

1953－1960年  デイしトリン   その他  

第2期  
D工）＼7P（こ0．O17′」g）  

1960－1968年  安富，鈴木  

韓日＝2．5g〃g），夢の島  妄言  

第3期   林，f主谷川  

代  
1971年－   fL鴨．三崎  

／－  

め，多発現象が頻発し「ハエ公害」として問題になって  

いる。このような異常発生個体群は一様に殺虫剤に対す  

る感受性が低下している。  

今回は，この実状を明かにするとともに，その対策に  

ついて若干の解説を加える。  

1．殺虫剤抵抗性研究の経過  

本邦における衛生害虫，ことに，イエバエ⊥け〟ざC（‡do－  

〝leβr∫eα Linne の殺虫剤抵抗性に関する研究は1956年  

代に始った。  

また，その研究活動が活発になったのは安富（1960）が  

滋賀県彦根市のイエバエが7／BHC，P，Pl－DDTに対  

して非常に強い抵抗性を持つことを明かにしてからであ  

る。その後，本邦の18ヶ所から24ケ所でイエバエを採集  

し，数人の研究者によl）薬剤感受性のレベルが調査され  

た。二の調査の結果，有機りん剤のDiazinonに対して抵  

抗性イエバエのいることが明かにされた。  

／■ なお†抵抗性の研究経過を要約すると表1のごとくで，  

その内答は大きく3つの時代に区分することが出来る。  

第1期を有機塩素剤抵抗性時代，第2期は有機りん剤  

抵抗性時代として第3期の低毒性有機りん剤抵抗性時代の  

の3区分である。  

なお，現在はイエバエの発生も従来の広域普遍型から  

局所的となり，しかも大量異常発生型に変っている。  

また，使用殺虫剤もmalathionやfenitrothionなどの，  

人畜に対する毒性め低い低毒性有機りん削が大量に連用  

された。  

この結果，各地でmalathionに対する抵抗性が増大し，  

malathionによる駆除が国難になった。fenitrothionに対  

する抵抗性は1973年に林らによって報告された。   

その後，林らの全国的視野にたった調査により，各地  

で低毒性有機ト）ん割に対して抵抗性の発達していること  

が明かにきれた。   

なお，1960年代とそれ以降のイエバエの殺虫剤抵抗性  

に関する実情は次の論文にまとめられている。   

※日本におけるイエバエの殺虫剤抵抗性の現状につい  

て（防虫科学，38巻，3号，1973年）1）   

※北海道におけるイエバエの殺虫剤抵抗性に関する研  

究（北海道衛生研究所特別報告，第7号，1974年）2）   

※イエバエの殺虫剤抵抗性の実態と最近の研究（東京  

都特別区環境衛生行政研究会報告，第9号，1975）3）   

※イエバエの有機りん剤抵抗性とその対策（環境衛生，  

第23巻，1号）4）   

※殺虫剤抵抗性イエバエの駆除対策（畜産の研究，第  

32巻．8号，1978年）5）   

以上が本邦における殺虫剤抵抗性に関する研究のあゆ  

みと水準である。  

2．抵抗性の現状   

イエバエの殺虫剤抵抗性は時代や便用する殺虫剤は変  

っても，根本的に解決されず，問題は一層複雑になって  

いる。  

薫千葉県衛生研究所  

（1979年5月10日受理）  
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本邦におけるイエバエの各種殺虫剤に対する抵抗性の  

実情を著者らの調査成績を基礎にして整理すると図1の  

ごとくである。  

城が0．5から1．0〃gの範囲に入る。このような，LD50  

他が1．0／ノg以下の所では駆除効果に問題はなし㌔   

表2 関東周辺および以西の34地域のイエバエの4桂殺  

虫剤に‡、†する感′受性の分布  

LD佃  LD5。 値 の 構 成 割 ケ（％）  
の範囲  
（／柑／♀）           Djazinoll  B；l〉▼tぐX  fぐnitr〔〉thion  hlalatht）n   

％  亡／  ％   ％   

0．5－1．0  31．1  38．2  

1．1－1．5   21．8   20．5   

1．0－2．0   15．6   14．7   

2．1～2．5   9．3   11，7   

2．6－3．0   8，8   

3．1－3．5  

3．6→4．0   6．2       9．0  2，9  

A．マラソノ以外は特に  

問趨はもし  

※1．1／ノg－10／▲gの範囲てある。  

なお，薬剤による防除が困難に，あるいは駆除効果が  

明瞭でなくなるのは，各椎の室内実験や野外実験の結果  

から5．0／▲gから10，0／ノgを越えるレベルであるといえる。  

fenitrothionに関しては，LD50値が5．OFLg以下の地域  

かなく，調査地城の60％が10〃gのレベルである。二れら  

の地域の鶏畜舎の多くは，殺虫剤による防除が予期して  

いた程，効果があがらず，駈ー斜二失敗してし、る。  

malathionではLD50値が50FLg以下の地域はなく，各   

地でmalathionによる完全坊除に疑問が持たれている。 一■＼  

なお，興味深い点は1960年代より抵抗性の発達が問題  

にされたDiazinonが，その後．継続して使用されている  

にもかかわらず，malathionやfenitrothionよ（）も殺虫力  

が強く，顕著な抵抗性の発達がみられないことである。  

以上か，最近における本部産イエバエの殺虫剤抵抗性  

の実兆である。二の現状を無視して，無計画な薬剤散布  

を続けると，いずれの殺虫剤に対しても強い抵抗性をも  

たらす結果となるので注意を要する。  

すくなくとも，異「甘が観察された時点で，実験あるし－  

は文献的情卦＝二もとずき使用薬剤を検討すべきである。  

3．抵抗性と関越点  

殺虫剤抵抗性で問題になるのはイエバエの大聖発生源  

の種類と抵抗′性の関係，殺虫剤抵抗性の消1主，抵抗性の  

評価基準などである。  
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D．抵抗性地区   

図1 日本におけるイエ／ヾェの殺虫剤抵抗性の概況  

日銅口53年7月現在，林らの朋査  

全般的に，感受性の傾向は北海道，東北地方は比較的  

高し、傾向にある。   

しかし，低毒性有機りん剤malathionに対しては仝圧】  

的に強い抵抗性が認められる。   

また，fenitrothionに関しては関東周辺から以西，こ  

とに東海，近幾，山陽道のかなりの地域で感受性の低‾F  

がみられ，強い抵抗性が認められた所もすくなくない。6）   

なお，九州地区は早くより抵抗性が問題になっていた  

が，関東周辺でみられたような異常な所はない。   

また，裏日本→帯は一部の地域の鵜苫舎で，各畦の殺  

虫剤に対し，抵抗性か認められ問題になっているが，全  

般的に問題がすくない。しかし，大型発生源のハエは各  

種殺虫剤に対する感受性の低下がみられる。   

薬剤感受性の低下が著しい，関東以西34 ヶ所のイエ  

バエのBaytex，Diazinon，malathion，fenitrothionに  

対するLD50値の範囲をグルー7D別に整理すると表2グ）ご  

とくである。   

DiazinonやBaytexのLD50値は調査範囲の40％近い地  
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（1）発生源と抵抗性  

イエバエの発生源は家庭からの厨芥などの「ごみ系   

列」と動物頬肥育の残悶や排泄物などの「畜舎系列」   

に大別される。  

最近は，ごみ埋立地も鶏畜舎も大型化され，広大な   

面積を有し，大量の殺虫剤が頻繁に集中的に散布され   

るため，殺虫剤の70レッシヤーは従来よりはるかに高   

くなっている。  

また，二のような場所では若干の状況の変化で，ハ   

エの異常多発現象を引き起す。これらの多発生イエバ   

エは例外なく，各椎殺虫剤に対する感受性が低下して   

いる。  

ことに，最近，話題になった異常発生地のイエバエ   

に対する主要殺虫剤のLD50値を整増すると表3のごと   

くである。   

麦3 異常発生して問題になったイエバエの薬剤感受性  

これが，開放的条件で適当な温度と含水量を持ちハエ   

の飼育場となり，ハエ製造工場化している。これは，   

生態系を無視したための完全な設計ミスである。衛生   

害虫の発生を予防する基本は生活残法の早急な処理に   

ある。ごみ処理場も斜面乾燥場と全く同一条件である。  

この他，完全なる焼却炉を設備してし、ても，排泄物   

を4～5日間も放置して処理するため，この間にハエ   

が発生するなど，利用計画の不備が原因で異常発生す   

る場合もすくなくない。   

ハエの異常多発生の原因はいずれも，きわめて人為   

的で基本的なミスによるものが殆んどである。  

（2）抵抗性の消長  

イエバエの殺虫剤に対する抵抗性は年毎に増大する   

かまた，発達した抵抗性はある程度の期間，殺虫剤の   

散布を中止した場合，そのレベルは低下するか。この   

ことは一般に関心度の高い問題である。   

抵抗性の発達様式についてはDDTで毎代淘汰飼育す   

ると，次のパターンがあることが知られている。   

川淘汰後，数代で抵抗性の著しく増大するもの。  

（ロ）殆んど，または全く抵抗性の増大しないもの。  

（ハ）数10代後，急激に抵抗性になるもの。   

匡）発達した抵抗性は殺虫剤に触れることな〈累代飼  

育しても20代にわたって抵抗性を保有するもの。逆  

に，4－5代で抵抗性の消失するものなどである。  

総合的にみて，昆虫の抵抗性は殺虫剤による淘汰で   

抵抗性は鼓初ゆるやかに増大するか，あるいはそのま   

までいるか，あるいは代数になると急激に増大し，平   

衡状態にいたる場合が普通である。  

ニのことに関しては林ら（1975）31が高槻系と長井   

系を用い，fenitrothionとDiazinonで淘汰実験を行い   

明かにしている。   

表4 数桂系統イエバエの抵抗性レベルの推移  
昭札53年3月税重．  

l■－  

異常発生地  発 生 源   
Sumithion  ト1alathir）∩  Baytex   

羽 村 町し ゴミ押立地   7．7  229．0   1．4  

87，0  

47・5   

n 58．6   
J   

167．1   

富来町鶏 舎   14．1  100以上  0．643  

異常発生源として問題になるものに家畜類の排泄物  

の処理場がある。  

例えば，ある地方の養豚団地では排泄物の処理を  

「斜面卓乞燥処理法」により行うが，これが大型のハエ  

J■ の発生源となっている0なお，この方法は図2に示す  

ごと〈，台地の斜面を利用し，排泄物を上方より投棄  

し，下方に自然落下する閏に乾燥させる方法である。  

経過年HとLIト50値こ〃g／♀）  

供談義利  系統  
51．8．13  51．9．20  52－2．28  52．8．9  52．10．21  53．2．10   

丁鷲D系  69．019  

＼】alathion   ト釧系   104．465   8呂．914  

諌早系  15．811  1．377   

f葉D系  154．50  7．568  

Sur山【hion   広川系  21．826   15．010  

諌早系   l．581   

千葉一D系  

Diazjnon   

？ 

1．501  広川系 諌早釆  た；；と1ご41   136lご15と三    0．426  0．208   
Baytex  丁▼棄－D黒   弓 3．畠81   3．882  ▼  

妹賢投′、   醸舎  

備1‘夫襲〒でプレ ′／ヤをかけず．二的育  

図2 豚糞斜面乾燥場  
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（3）抵抗性の評価基準   

一般に，殺虫剤抵抗性の基準は「正常なる集団の大  

多数を殺すのに有効であった薬量に対しても耐えうる  

能力が，その集団卜引こ発達すること」としている。   

具体的には普通のものに比較して，感受性のレベル  

が10倍以上の場合を抵抗性としている。   

実際に野外集団の防除を考える場合，LD50値あるい  

は抵抗性比が何倍になると駆除効果が低下するか，こ  

の水準の設定が問題になる。   

林ら（1978）11）はmalathionを用い，実験室的に検討  

を行った。   

malathionに対して感受惜の異なる野外より採集し  

た5系統のイエバエを用い，残留噴霧の効果を推定す  

るため，接触法で実験を行い，表5のごとき結果を得 一＼  

た。   

malathion20％乳剤によるイエバエ成虫防除におけ  

る用法用量は40倍稀釈液を1nl～当り50m£とされている。  

また，平衡状態に達した抵抗性は薬剤に触れずにお  

くと低下する場合と長期にわたって保持される場合が  

ある。   

実験室的にはmalathion抵抗性の札幌系イエバエが  

42代にわたって強し、抵抗性を保持されることが林ら  

（1974）2）によって明かにされている。   

また枯ら（1978）11〉は千葉D系，広川系など有機  

りん割に強い抵抗性を持つ系統を用い，薬剤に触れる  

ことなく累代飼育を行い，比較的短期間に抵抗性のレ  

ベルが下ることを明カ：にしている（表4）。   

なお，現実にどのような状況にあるかはきわめて興  

味ぶかい問題である。   

大型ごみ埋立地，東京都下の「夢の島」や「羽村」  

に関しては安富ら（1979）川や林ら（1976）別によって  

報告されている。いずれも，抵抗性発達のスピ【ドは  

速い。場所によ「），若干の相違はあるが低毒性有機り  

ん割に対する抵抗性の発達は急激である。  

表5  malathion抵抗性イエバエの実験方法の違いと感受性  

ト1a】athionの濃度（％）  

系 統  LD－50値  0．2 5  0．50粟  1．0  10．0  

（〝g／♀）   

KT（分）  24hr  KT  24hr  KT   2411r   KT   24hr  JKT  24hr   
高 槻系  0．430  1・00  300  77．6  163   10090   100  79  100  68  100   

A   0．694】1．6×   300  82．1  240  10087   100  69  100  60  100   

B   1．414  3．0 ×  300  95．0  240  91．3209 F92．5  
JJ  

C   75．3  175．00×  0巌  2．OJo 束L 26．1    6．6厳  60．5  10．6射 97．6   16．8鮮  98．5   

D   123．7  287  ×  0詳  19．3  0 莱／25．3   12．7群  52．4   17．9赦 62．6   18．4兼  63．3   

E   161．1  374 ：く  0粟  1．8  3．8錬  25．0  12．8厳  40．0  10．9鮮  36．9  10．7厳  38．3  

備考 ※印は180分後のノ、ノクダウン率，ンヤーレ接触法（0．5Inゼ）  

＊（20％hlalathion乳剤を使時は成虫40倍）  

この散布基準は，この実験の0．5％区に相等する。   

この基準量で，効果判定の基礎となる被毒4時間以  

内における50％の致落下仰転虫の観察出来たのはB系  

統まであった。   

他のC系，D系，E系統では24時間継続的に接触さ  

せても致死量は50％で，100％の効果は得られなかっ  

た。   

実際の鶏畜舎で，薬剤散布後に50％前後の生存虫が  

観察される状況では殺虫剤の効果に疑問がもたれる。  

ことに，発生量の多い場合が問題になる。   

殺虫剤散布の効果が認められるのは経験的に実験室  

で100％の致死効果が認められる状態でなければなら  

なし、。  

－「70 －   

J■＼   

以上の結果などから，薬剤の効果に疑問が持たれ始  

める水準は抵抗性比よりも，LD5D値が1．5から2．0〃g  

の水準に限界があるといえる。   

養鶏，養豚家から殺虫剤の効果が低下したという所  

のイエバエのLD50値は殆んど5．0－10．0〃gであった。   

この傾向はmalathionにかぎらず．全ての薬剤につ  

いていえる。  

（4）抵抗性の作用機構   

殺虫剤抵抗性系統が，感受性系統に比較して致死率  

の低いのは，昆虫体内で殺虫力を発揮する過程に防禦  

機能が出来たものといえる。   

このような生存のための防禦機能を抵抗性の作用機  

構といい，三つの部分が考えられる。  
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（イ）殺虫剤の表皮透過性の阻害  

（ロ）解毒能の増大  

ト）作間点での感受性の低下（酵素系，神経系など）  

Lかし，殺虫剤祇杭性は薬剤の種類や系統によって  

異なり，以上の防禦機灘が同時にすべて働くか，その  

うちの一つ，あるし、は二つが働くか，それぞれ異なる。  

殺虫剤が昆虫体内に侵入した場合，普通の感受性系  

統にあっても，かなりの量を無毒な化合物に分解する。  

抵抗性の系統にあっては，この解毒力が強く，ことに  

殺虫剤を分解する酵素活慄が高いといわれている。  

抵抗性と関係の深い酵素系は次のように大別される。  

一般に，抵抗性系統では，加水分解酵素の活性が高  

くなる。これには，りん酸エステルを加水分解する  

，  phosphatase，Carboxyesterを加水分解するcarbox－  

yesteraseがある。  

4．抵抗性イエバエの防除   

最近の本邦産イエバエの殺虫剤抵抗性は10年前のレベ  

ルよりはるかに高く，質的な相違がみられる。   

このようなイエバエの防除対策であるが，殺虫剤によ  

る方法だけでは完全な駆除は困難で，環境整備を基幹と  

した発生源対策がきわめて重要である。   

今回は殺虫剤による防除についてのみのべる。   

殺虫剤により，殺虫剤抵抗性イエバエを防除する場合，  

主要な殺虫剤に他の抵抗性のついていない殺虫剤を混合  

する混合剤，抵抗性のついた殺虫剤に協力剤を配合する，  

全く作用機構の異る新しし－薬剤を用し、るなどがある。ま  

た，そのほかに施用方法の検討などもある。  

（1）殺虫剤の混用  

抵抗性のついた殺虫剤も，他の面からみれば優れて   

いる場合が多い。現在，新しい殺虫剤の開発が困難で   

あるため，可能なかぎー）その特徴をいかし，他剤との   

混用により利用価値の増大をはかる必要がある。  

例えば．fenitrothionは人畜に対する毒性が低〈，   

環境中への残留がすくなし－という利点をもってし－る。   

しかし，各地で抵抗性の発達が問題になっている。  

fenitrothionの特徴をいかし．抵抗性イエバエに対   

しても効果をあげるため，構造および作用機作の異る   

ビレスロイド系殺虫剤との配合が検討された。  

この配合剤の効果がfenitrothion抵抗性イエバエを   

用いて実験されたが，結果は表6に記載した如くであ   

る。  

二の結果によると，fenitrothion：pyrethrins．fe－   

nitrothion：phtthalthrinグ）配合が殻tJ協力作間の高い   

ことが明かになった。また，配合割合はfenitrothion   

80：phthalthrin20が適切である。  

なお，Diazinon：Pyrethroid，Baytex：pyrethro－  

id，DDVP：他の有機りん剤の配合も抵抗性イエバエ   

の防除に有効である。  

正野（1974）8）によるとDiazinon抵抗性の鉾m系で  

は，Diazinonの活性化合物である，Diazoxnを加水分  

解するphosphataseの活性が高く，これが抵抗性機構  

の主要なものであることが知られている。   

また，Malathion紙抗性については林ら（1974）2）が  

報告しているが，Carboxyesteraseが抵抗性機構の主  

要なものである。   

抵抗性の機構と関係のある酵素にmixed function  

oxidase（以下．これをmfoと略す）があり，この酵素  

は動物の肝撮のmicrosomeに存在し，体内に侵入した  

薬物の代謝に重要な働きをする酸化酵素である。   

また，これはあらゆる脂溶性の薬物を代謝するが，  

解毒酵素と活性化酵素の二つの働きをする。なお，mfo  

はその構成要素として，チトクロームP－450と呼ばれ  

る特別なチトクロームを持っている。   

以上のほかに抵抗性と関係を持つものに，glutathi－  

on－S－tranSferase（GST）がある。二の酵素はgluta－  

thionで殺虫剤を抱合解毒する。  

／－  

表6  三崎系イエバエ成虫に対するSumithionと殺虫剤の混用効果  

Sumithion   供 試 薬 利  LD50他（〃g／♀）  

殺虫剤          DDVP   phthalthrin  pyrethrins   alle汗ば汗   bioallethrirl  resmethrjn   

100： 0   82．286   75．987   109．615   75．987   65．670   69．350   

80：20   4．746   1．305   1．871   2．734   1．218   0．128   

60：40   1．501i …00  1．150   1．803   1．248   0．0669   

40：60   1．164  5．592  0．991   1．397   0ご876  0．0669   

20：80   0．836  0．470  0．533   1．110   0．781  0．0704   

0：100   0・453 O・650  0．831   1．481   1．073   0．0907   
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（2）協力別の配合   

協力剤はpyrethroid の効力増強剤としてよく知ら  

れている。   

普通，協力剤はそれ自身では殺虫力がなく，pyre－  

throid に配合した場合にpyrethroid の効力を高める  

作用を持つ。   

なお，pyrethroid の協力割としてはpiperonylbu－  

toxide，MGKL264，旦LPrOpylisom，Safroxane，  

Solfoxide，S421が知られている。   

pyrethroid の協力削が有機r）ん剤抵抗性の打破に  

有効であることは林ら（1974）2）によって明かにされ  

た。   

malathion抵抗性イエバエに対する効果は表7に記  

載した如くで，いずれの系統のイエバエに対してもS  

－421の効果が優れていた。   

また，fenitrothion抵抗性イエバエに対しても，S  

421の配合は効果的であった。fenitrothion単独の場合  

LD50値が82．386FLgであるのに対し，S－421を配合す  

ることにより0．977〃gと顕著に殺虫力が増大した。   

なお，協力剤を配合することによって，malathionや  

fenitrothionの毒性が高くなることはなかった。   

以上のことから，malathionやfenitrothionに抵抗性  

の発達した地域では協力剤を配合した製剤で防除効果  

が期待される。また，協力剤の配合は現段階ではきわ  

めて有力な手段といえる。  

（3）新しし－殺虫剤   

使用中の殺虫剤に対し，抵抗性が発達した場合の対  

策で最も容易なことは殺虫剤をかえることである。   

しかし，現実には交差抵抗性，代替殺虫剤の種類が  

すくなし、。新規殺虫剤の開発が困難などで，それ程容  

易ではなし㌔ ことに，基本構造や作用機構の異る殺虫  

剤の開発はきわめて困難である。  

表7 malathion抵抗性イエバエに対するpyresroid協力  

別の効果  

LD50（〃g／♀）  

供 試 薬 削  混用割合  
礼 帽∴系  旭川 系  留寿都系   

malathion 単独  1一  266．250  160．027  130．143   

malathion＋S421  1：1  1．342  1．065  1．065  

1：5  0．280  0．334  0．221  

1：10  0．240  0．112  0．176   

＋P．butoxide   1：1  66．563  37．270  33．281  

1：5  

1：10   

十TOCP   1：1  11．156  2．580  5．250  

1：5  6．491  3．40さ璽   3，200  

1：10  0．277  0．112   0．160   

十IBTA   1：1  

1：5  
1：10   

十トlGK264   1：1  94．306  

＋∩－pisom   1：1  80．461   

十sulfoxide   1：1  64．486  71．036  

現在，化学構造が異り，作用機構の異るもので有機  

りん別紙抗性系統に有効な殺虫剤はpyrethroibs別の  

みである。   

これにはpyrethrins，allethrin，phthalthrin，Bio－  

allethrin・reSmethrim，permethrin，phenothrinがあ′■l  

る。なかでもresmethrin，Permethrinは効果的である。  

表8  薬剤感受性のことなるイエバエに対するpermethrinの接触法による効果 （52．12．24硯在）  

局所施用法  permethr汗＝アノリクダウン効果赦  

系 統  （〝g／♀）  0．05％  0．10％  0．30％  

Resmethrin  Malathion  Sumithion  DDVP  KT（分）  蘇生率  KT（分）  蘇生率  KT（分）  蘇生率   

韓 国 系  0．0148   9．310   0．674  0．199  41   31．8％   25  ・9％  24  1％   

諌 早 系  0．0281   15．814   1．856   0．379  45  20．9   35  12．2   5．0   

千葉D系  0．037l   200以上   154．510  0．426  46  12．5   32  9．1   27  0   

高 松 系  0．0190   111．936   194．522  0．536  45  75．5   33  56．7   33  42．8   

広 川 系  0．0512   200以上   190．695   0．644  35  12．2   39  14．3   33  2．4   

＊はシヤ八一レ接触法（0．5m七）  

ー 72 －   



千葉衛研報告 第3号（1979J  

有機りん別に対する感受性の異なる5系統のイエバ   

エに対するpermethrinの効果を実験した結果は表8に   

記載したごとくである。  

く，感受性の高い程，蘇生率が高い傾向にあるのは興  

味ぶかい。   

Pyrethroid のはか，有機．）ん系殺虫剤に鼓近間発  

なお，接触法の実験で韓凹系や高松系にみられる如  されたprothiophosがある。二の効果を  

表9  千葉県下のイエバエ異常発生地区における殺虫剤の散布歴とLD50値  

散 布 歴  LD50値（〃g／♀）  
系  統  

l脚扇  使用  l1alこIthion  Sumithion  Baytex  Diazinon  Resmethrin  Prothiophos  DDVP   

千 葉一S  1 20日  1前  200 以上  72・写7．‥ト694  3■793  0．466   0．107   3．730   

し啄含）  後  200 以上  58．74   1．326   1．362   0．504   0．094   3．044   

干 葉一K薫  27H  前  147．6   53．58   0．523   2．747   0，005  0・141－2．084  

（豚舎）  後   140．4   58．33   0．494   3．153   0．006   0．103   1．879   

千 葉SN  47J前   41．9   19．33   0．641   1．024 」 0．631  0．094   ▼ 1．024   

後  59．4 19．40  0．597   1．037   
－  

（豚舎）  0・593「読了082  1．037   

0．026   0．151   

（ごみ埋立地）  銚 子  市  3年  前  20．85  0．655   □   0．204 ＼1．964  0．111  

木更津市（豚）  硯 L      H 19・0113・15 0・931  1．618   0．007   0．148   0．158  

′－  

膿印の場所で残諸噴謁を実施した。  

千葉県内の異常発生イエバエについて実験した結果，  

表9に記載した如く，非常に効果的である。なお，下  

松ら（1977）7）によって，全国各地の徳杭性イエバエに  

対する効果が調べられたが有機りん別紙抗性系統に対  

して効果的であった。  

（4）施用技術の改良  

殺虫剤抵抗性対策で，見落しのあるのが殺虫剤施用  

法の検討である。  

薬剤の選択，あるいは発生源対策か成虫対策かなど  

J－ を検討すると同時に，殺虫剤の効率の高い散布方法を  

検討する必要がある。  

異常多発生の対策や鶏畜舎などの人型発生源では成  

虫対策が望ましい。しかし，成虫対策も従来の空Fぎち］噴  

霧では駆除効果は期待出来ない。  

林（1978）5）か指摘Lたごと〈，ULV法，自動噴霧  

法（210cで1秒間に1gを噴射する。1日に18秒聞の  

み噴射する）が効果的である。  

二の方法による揚合，fenitrothionで躯rこ京失敗した  

場所にあっても，同じ薬剤で効果があがった。今後の  

抵抗惟対策には散布器具や散布技術の閲発か素質なテ  

ーマである。   

おわりに  

本邦におけるイエバエは各種殺虫剤に対し．感受一性の  

低下がみられ，ことに，低毒性有機．）ん剤malathionに  

対しては全国的に強い抵抗性が認められる。   

また，最近，イエバエの発生源も大型化し，異常多発  

が頻繁で，これらはいずれも感受性は低く，急激に抵抗  

性か発達するため問題になってし－る。   

現在のところ，有機りん別紙抗性イエバエの防除には  

pyrethroid 系殺虫剤が有効であるが，将私 問題にな  

ることが予想出来るので，今より対策を検討しておく必  

要がある。常に尖態を調査し，防除システムを確立する  

ととい二，基礎的な研究にあっては生態化学的な方向に  

ついても留意することが必要である。  
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